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（4）基礎率  

①基礎率の元となる統計の概要と算定方法等  

基礎率の種  イ．基礎孝義長の際に使用した他のデータ   オ．年度等により用いる畢を変えている場合、その方法   

【アは、内容（曇別、兼酢項目、井計封書等）、使用年度、出所、抽出方  【概要樗え方と方由、、加エ・補正・補完等の方法】   ［概要（どのようなデ「タにどう軌、何を算出するか）】  

法事＿イは．内容．出所芋1  
動態統計調査（使用年度：平成1十川嗜虐）   租会員軌こ乗じて脱退者数を算出   前回財政再計算使用年度：平成12～14年度  
任劫・年齢別の年度末組合員数及び年度間の性別・年齢別の総  

総脱退幸   

イ．基礎重態定の際に使用した他のデータ   オ．年度等により用いる峯を変えている場合、その方法  
特になし   特になし   

ア，元となる統計   ウ．設定方法   
組合長凱二乗じて公務上傷病による死亡者数を算  

度）  可能なため、年齢に関係なく一定率  出   
公務上死力  

の新規発生者数  

イ．基礎重態定の際に使用した他のデータ  オ．年度専により用いる牢を変えている場合、その方法  
特になし   矧こなし   

ア．元となる統計   ウ．設定方法   
動態統計調査（使用年度：平成1了ん19年虔） 組合長弓削こ乗じて公務外傷病による死亡者数を羊  

出   第19回生命表  
牟務外死力  命表の死力を修正した。  

イ．基直幸設定の際に任用した他のデータ   オ．年度専により用いる革を変えている場合、その方法  
＼っ  特になし   

ア．元となる統計   ウ．設定方法   
組合員数lこ乗じて公務上障書共済年金の新規発生  前回財政再計算使用年度；平成12－14年度   動態統書十韻壬及び年金受給権者統計（傭用零度：平成17－19年  公務による障書共済年金発生者の実績数が少なく年齢別に作成  

公務上陣書   することが不可能なため、年l尉こ関係克く一定率  看数を算出  
共済年金者  
発生力  の新規発生者数 

イ．基礎宰設定の際に使用した他の子ヤタ  オ．年度等により用いる率を変えている場合、その方法  
特になし   特になし   

ア．元となる統計   ウ．設定方法   

公務外陣書   者数を算出  
共済年金者  
発生力  務外陣事典済年金の新規廃生者数  

イ．基礎率設定の際た使用した他のデータ  れ年度等により用いる宰を変えている場合、その方法  
特になし   特になし  



茎疎率の種  イ．基硬辛設定の際に使用した他のテ「タ   オ．年度等により用いる宰を変えている場合、その方法  
【アは、内容（細、よⅢ日・抑鱒■等）、使用年度・出所、抽出方  

事．イは＿内泰．出所姜1   
t概要晴え声と方臥加エ・補正・輝尭等の方法］   【概要（どのようなデータにどう軌、甲井出するか）】  

ア，元となる統計   ウ．設定方法   
動態統計調査及び障害一時金先生統計（使用年度：平成1丁～19  組合長軌こ乗じて障害一時金の発生者数を算出  前回財政再計井使用年度：平成12－川年度  

障害一時金 発生力            年産） 性別の年度末組合員敷及び年度瀾の性別障害一時金の発生者  

数  

イ．基礎率設定の際に使用した他の子ータ   オ．年度等により用いる亭を変えている場合、その方法  
特になし   特になし   

ア．元となる統計   ウ．設定方法   
動態統計璃査（倭用年度：平成柑年度）  組合長の標準報酬月矧こ乗じて組合長の標準報酬  

標準報酬持   月額の上昇傾向を算出   

数 

イ．基礎辛設定の陽に使用した他のデータ   オ．年度等により用いる率を変えている場合、その方法  
特になし   特になし  

ア．元となる統計   ウ．設定方法   
標準報酬統計表（使用年度：平成柑年度）   組合長の報酬年額lこ乗じて期末手当等の感を筆出  揮準報酬統計表（使用年度：平成15年）     性別・年齢別に報酬月額の総額に対する模準期末手当等の鎖の  

報酬年執こ対   
する期末手当  

平成15年6月及び9月（定時決定後）の報酬月額及  
び平成15年6月の期末手当等の顎  

等の割合  

イ．基礎事態定の際に使用した他のデータ   オ．年度等により用いる串を変えている場合、その方法  
特になし 特になし   

ア．元となる統計   ウ．設定方法   
退職共済（退職）年金受給権者に乗じて失権者数を  前回財政再計壬使用年度：平成12一川年度   年金受給権看及び失権看統計（使用年度：平成1ト19毎度）  性別卜年齢矧こ3年虔平均した年度中失権音数を年度間平均受  

退♯共済（退                性別・年齢別の退職共済（退職）年金受絵権者数及び性別ヰ齢  捨権音数で験したものを平滑化   井出   第19回生命表   
職）年金失権   別の失権音数   失権者の実績数が少ない階層については、第20回生命表の死  日本の将来推封入ロ（平成14年1月）  
幸  亡串を使用  

イ、、基礎皐設定の際に使用した他のデータ   オ．年度等により用いる幸を変えている場合、その方法  
第20回生命表   ウ，の失権率を、性別・年齢別に日本の将来縫針人口の死亡率  
日本の将来推計人口（平成18年12月推計）   の改善割合により2055年度まで改善（2056年虔以降は2055  

年度と同じ）   

ア．元となる統計   ウ．設定方法   
障育共済（障害）年金受給権者に乗じて失権音数を  前回財政需計井使用年度ヰ成12～14年度   年金受給権者及び失権者統計（使用年度：平成1丁－19年虔）  男子は、性別・年lき別に3年康平均した年度中失権音数を年度間平均  

障害共済（陣                性別・年齢別の障書共演（陣書）年金受給権音数及び性別■年齢  受給権看数で験したものを平滑化。失権舌の美♯数が少ない階1につ  算出   
いては．第之0回生命表の死亡率を使用  

第19回生命表   
書）年金失権  

女子は男子の年齢別失権亭に（女子全体失権率／男子全体兵権串）を  
日本の将来推計人口（平成14年1月）  

率   
乗じて書出  

イ．基礎率設定の際に使用した他のデータ  オ．年度等により用いる事を変えている場合、その方法  
第20回生命表   ウ．の失権率を、性別巨年齢別に日本の将来権割人口の死亡率  
已本の将来推封人口（平成18年12月推計）   の改善割合により2055年虔まで改善（2056年虔以降は2055  

年度と同じ）   
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基徒事の種  イ．基礎亭設定の！掛こ使用した他のデータ   オ．年度等により用いる率を変えている場合、その方法   
【アは、内容（轟臥集計項E、集計対■等）、使用年度、出所、抽出方  
法纂＿イは＿肉感．出所事1   

【概要（考え方と方法）、加エ・補正・補完等の方法】   【複葉（どのようなデータにどう使い何を■出するか）］  

ア．元となる統計   ウ．設定方法   
遺経典演（遺族）年金受給権者に乗じて失権音数を  前回財政再計井使用年度：平成12一川年度   年金受給権者及び失権看統計（使用年度：平成17～19年虔）  男子は、性別・年齢別に3年康平均した年度中失権音数を年度間平均  

算出   第1g回生命表   

遺廣共済（遺                性別・年齢別の遺族共済（遺族）年金受給権者数及び性別ヰ齢  受給権音数で降したものを平滑化      族）年金失権 率  別の失権音数（性別は死亡した組合員の性別により区分）  女子は第20回生命表による死亡辛で予定死亡者数を手出し、予定死亡 善数と実績死亡者数との割合で同生命表死亡率を修正した畢  日本の将来推計人口（平成14年1月）  

イ．基礎辛設定の際に使用した他のデータ オ．年度等により用いる率を変えている場合、その方盛  
第20回生命表   ウ．の失権串を、性別・年齢別に日本の将来推計人白の死亡率  
日本の将来推計人口く平成18年12月推計）   の改善割合により2055年産まで改善（2056年虔以降は2055  

年度と同じ）   

ア．元となる統計   ウ．設定方法   
勤態統計調査及び年金受給権失権看統計（使用年度：’平成1丁－19年  男子は、動態統計調査による性別・年齢別の有遺族串  組合長及び退職共済（過せ）年金受給権者並びに杜  前回財頑再計羊使用年度：平成12～14年虔  
度）   

有遺族畢  
女子は、動態統計調査による性別・年齢別の有子串   書共済（陣書）年金受給権者の死亡者に乗じて遺族  
ただし、高年齢層は、年金受♯機失権者による性別ヰ齢別の有  

性別・年齢別の年度来年金受給権失権音数及び失権時の遺族数   遺族辛   

イ．基礎事設定の際に使用した他のデータ   オ．年度等により用いる事を変えている場合、その方法  
特になし   特になし   

ア．元となる統計 ウ．設定方法   
辞書共済年   障害共演（障害）年金受給権香に乗じて加給年金対  前回財政再計井償用年度：平成1年年度  
金の加給年  可能なため、年齢lこ関係なく一定率  象看をま出  

金対象車（配  
偶看）   

イ．基礎率設定の際に使用した他のデータ  オ．年度等により用いる亭を変えている場合、その方法  
特になし   特になし   

ア．元となる統計   ウ．設定方法   
年金受給権壱統計（使用年度：平成1丁－19年度）   障害共演（障害）年金受給権者に乗じて件書等級別  前回財政再計兼任用年度こ平成12－14年度     陣書共済年金発生の実績数が少なく年齢別に作成することが不  

陣書共済年   
金の等級別  

可能なため、年齢に関係なく一定事  受給権者数を算出  

割合 

イ．基礎率設定の際に使用した他のデータ  オ．年度等により用いる辛を変えている場合、その方法  
特になし   特になし   

ア．元となる統計   ウ．設定方法   
動態統計調査（使用年度：平成19年度）   新餞加入者軌こ乗じて年齢別の新規加入者数及び  前回財政再計兼任用年度：平成14年度     性別・年齢別に直近年度の新規加入租合員数から発生書l合を作  

新規加入者  

発生割合  

イ．基礎率設定の際に使用した他の子ータ   オ．年度等により用いる辛を変えている場合、その方法   

新規加入者  
特にな㌧   特になし   

の模準報酬  
月額  
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基礎亭の種  イ．基礎串策定の際に使用した他のデータ   オ．年度等により用いる畢を変えている場合、その方法  

【アは、内容（♯軋集計項E、■計対1等）、使用年度、出所、抽出方  胚婁（考え方と方法）、加エ・補虚・補完等の方法】   【概要（どのようなデータにどう名札、何を井出するか）］  

年金受給権者統計（使用年度：平成19年虔）  総給付費に停止辛を乗じて羊出  前回財政再計井使用年度こ平成15年虔  

年金停止率   
う影書を折込んだ。  

イ．基礎事設定の際に使用した他のデータ   オ．年度等により用いる幸を変えている場合、その方法  
特になし  支給隋始年齢の引上げによる停止顎の影響を折込んで設定   

ア．元となる統計   ウ．設定方法  
動態統計掛査（使用年度：平成17～柑年度）   組合鼠軌＝乗じて扶養している配偶者数を算出  前回財政再計壬使用年度：平成12－14年度     性別・年齢別に3年康平均した年度末被扶養配偶者数を年度末  

被扶養配偶  組合員数で醸したものを平滑化  

奉 

イ．基礎串設定の際に使用した他の子ータ  オ．年度等により用いる率を変えている場合、その方法  
特になし   矧こなし   

ア，元となる統計   ウ，設定方法  
動態統計調査（倭用年度：平成17～19年度）  組合員が扶養している配偶者の年齢を井出  前回財政再計算使用年度：平成12～14年虔  

被扶養琶偶  成  

看の年齢  

イ．基礎串設定の際に使用した他の子ャタ   オ，年度等により用いる辛を変えている場合、その方法  
特になし   特になし   

ア．元となる統計  ウ．設定方法  
年金受給権者統計（倭用年度：平成19年度）   退職共済年金（20年以上）受給権看の配偶者、子供前回財政再計箕使用年度：平成14年度      性別・年齢別に直近年度の年度末加給年金対象者敢を年度末年  

加給年金対  金受給権音数で除したものを平滑化  を有する割合を算出  

象宰  

イ．基礎辛設定の際に使用した他の子ータ  オ．年度等により用いる辛を変えている場合、その方法  
特になし   特になし   

ア．元となる統計   ウ．設定方法  
組合員と遺族共済年金受給権者にこの基礎串を考前回財政再計某使用年度：平成12－14年度  

（使用年度：平成1丁－19年度）  る遺族年齢により作成  癒し算出  
遺族の年齢  

齢  

イ．基礎辛設定の際た使用した他の子ータ  オ．年度等により用いる事を変えている場合、その方法  
特になし   特になし   

・
・
 
 
 




